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○
演
題
：
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
・
協
力
」
〜
連
携
で
子
ど
も
イ

キ
イ
キ
・
地
域
イ
キ
イ
キ
・
学
校
イ

キ
イ
キ
〜

④
閉
会
行
事　

午
後
３
時
50
分
〜
午

後
３
時
55
分

⑤
地
域
の
方
と
の
懇
談　

午
後
４
時

〜
午
後
４
時
40
分
（
家
庭
科
室
）

学
級
懇
談   

午
後
４
時
〜
午
後
４
時

40
分
（
各
教
室
）

※

皆
様
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
！

▽
主
催
：
社
公
民
館
、
社
小
学
校

P
T
A
、
社
小
地
域
学
校
委
員
会

平
成
27
年
度
社
地
区
教
育
を
考
え
る

会
は
、
「
地
域　

保
護
者　

学
校
の

つ
な
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
下
記
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
期　

日　

平
成
28
年
２
月
12
日
（

金
）
午
後
２
時
25
分
よ
り

▽
場　

所　

社
小
学
校　

家
庭
科
室

▽
日　

程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
受
付　

午
後
２
時
〜
２
時
20
分

②
開
会
行
事　

午
後
２
時
25
分
〜

③
講
演　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３

時
50
分

○
講
師
：
県
教
委
小
中
学
校
課
課
長

補
佐　

福
田　

範
史
さ
ん

　

今
年
は
47
名
の
や
し
ろ
の
男
女
が
成

人
式
を
迎
え
ま
し
た
。心
よ
り
二
十
歳
の

門
出
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

初
め
て
目
に
す
る
同
級
生
の
凜
々
し

い
ス
ー
ツ
姿
や
艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
に
、

「
マ
ジ
か
よ
」と
、驚
い
た
よ
う
に
顔
を
見

合
わ
せ
な
が
ら
、お
互
い
心
浮
き
立
つ
想

い
で
式
に
臨
む
若
者
ら
が
、と
て
も
眩
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
酒
も
た
ば
こ
も
O
K
で
す
。選
挙
権

も
持
ち
ま
し
た
。し
か
し
、
少
年
法
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。社
会
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
が
問
わ
れ
る
起
点
の
年
で
す
。

　
「
成
人
」は
成
年
に
達
し
た
人
。日
本
で

は
、20
歳
以
上
の
者
を
成
年
者
と
し
て
い

ま
す
が
、外
国
で
は
１
４
１
の
国
・
地
域

で
成
人
年
齢
が
18
歳
（
未
満
も
含
む
）
と

な
っ
て
お
り
、国
会
で
も
成
人
の
年
を
18

歳
と
す
る
案
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
背
景
に
は
深
刻
な
人
口
減
少
が
あ
り

ま
す
。

　

少
子
化
で
倉
吉
市
全
体
で
、こ
と
し
は

４
９
６
人
（
案
内
状
送
付
者
）
に
な
っ
た

新
成
人
。一
人
一
人
が
、
目
標
を
持
っ
て

大
き
く
羽
ば
た
い
て
欲
し
い
と
願
い
ま

す
。

平
成
27
年
度
社
地
区
教
育
を
考
え
る
会

　

社
地
区「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」の
第
１

回
研
修
発
表
会（
合
同
芸
能
大
会
）が
下
記
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
昨
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
合
同

研
修
会
の
参
加
者
か
ら
発
案
さ
れ
た
、
サ
ロ
ン
同
士

の
仲
間
作
り
と
交
流
の
会
で
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

は
倉
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
で
も
初
め
て
。当

日
は
各
サ
ロ
ン
の
代
表
者
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露

さ
れ
る
。

▽
開
催
日　
　

２
月
13
日（
土
）

▽
開　

会　
　

午
前
10
時
〜

▽
開
演
時
間　

午
前
11
時
〜

▽
会　

場　
　

関
金
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
地
区
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

合
同
芸
能
大
会
開
催
に
つ
い
て
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色紙に書こう会
9：30～

3B

3B

3B

書道教室
18：30～

3Ｂ体操
13：30～

囲碁クラブ
19：00～

版画教室
19：00～

なごもう会
12：00～

しゃぼん玉会
19：30～ 公民館主催事業行事予定表

平成28年1月22日現在

社句会
14：00～

老人クラブ
13：30～

コールやしろ
9：50～

コールやしろ
9：50～

高齢者料理教室
9：00～
コールやしろ
9：50～

GGクラブ
13：00～

コールやしろ9：50～
GGクラブ13：00～

久米中PTA19：30～

GGクラブ
13：00～

久米中校区同研総会
18：30～
館長会
19：30～

健康づくり教室
13：30～

サンプラー会
13：30～

サンプラー会
19：30～

はつらつ教室
12：30～

すみれ会
14：30～

厚生部長会
18：30～（味喜）

交通部長会
18：30～（味喜）

社会部長会
18：30～（味喜）

土木部長会
18：30～（味喜）

大谷子ども会
9：00～

給食サービス6班
9：00～

給食サービス1班 9：00～

ゴミ推進研修会
19：00～

選句会
9：30～

February

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

金
二
万
円　
　

　
　

高
岡　

誠
一
様
（
国
分
寺
）

　

（
故
）
父　
　

俊
一
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　

八
十
六
歳

　

社
公
民
館
施
設
充
実
費
と
し
て

公民館研究指定事業・第3回社の
課題を見つめ未来を考える会
（やしろ新発見）で思いを語る。

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

9 108 11 127 13

16 1715 18 1914 20

1 2 3 54 631

23 24 25 2621 22 27

29 1 2 3 4 528

2

倉吉市成人式に集うやしろの若者たち

■
社
自
治
公
民
館
協
議
会

新
会
長
に
牧
尚
志
さ
ん

と
ん
ど
ま
つ
り

■
や
し
ろ
東
西
南
北

吉
田
真
由
美
さ
ん

■
新
成
人
の
抱
負

久
米
中
女
子
が
７
年

ぶ
り
２
回
目
の
優
勝

■
中
学
選
抜
卓
球
大
会

給
食・配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

新
役
員（
館
長
）の
紹
介

今
号
は
８
ペ
ー
ジ
で
す

2～3P4P5P5P6P



　

社
会
部
は
、
敬
老
会
、
町
内
学
習
会
、
文
化
祭
な
ど
の
行
事
に
取
り
組
み
、

区
民
の
皆
様
の
交
流
を
通
じ
て
地
区
の
連
携
・
連
帯
が
よ
り
親
密
で
強
固
な

絆
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
て
い
た
だ
い
た
折
り
に
も
書
き

ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
社
地
区
は

知
恵
あ
る
寛
容
な
大
人
た
ち
で
あ

ふ
れ
、
そ
の
中
で
素
直
で
逞
し
い

子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
っ
て
い

く
と
い
っ
た
風
土
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
き
環
境
を
継

承
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
地
区
に
は
厚
生
部
、

社
会
部
、
体
育
部
、
交
通
安
全
部
、

土
木
部
の
５
つ
の
専
門
部
が
あ

り
、
年
間
を
通
じ
て
多
く
の
事
業

や
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
こ
の
社

地
区
が
一
層
安
心
で
安
全
な
環
境

と
な
る
よ
う
、
ま
た
皆
が
支
え
合

う
よ
り
よ
い
社
会
と
な
り
ま
す
よ

う
、
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

心
か
ら
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

横 　 　 田
福 　 　 光
黒 　 　 見
秋 　 　 喜
国 分 寺
大 　 　 谷
大 　 　 沢
国 　 　 府
不 入 岡

和 　 　 田
和 田 東 町
大 谷 茶 屋
寺　　　谷
上　　　神
西 福 守 町
馬 場 町
秋 喜 西 町
秋 喜 新 町

100
86
28
78
62
69
19
112
116

79
40
80
28
92
397
159
25
126

　

社
自
治
公
民
館
協
議
会
の
初
会
合
が
13
日
（
火
）
社
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年
社
地
区
公
民
館
協
議
会

の
新
会
長
に
新
館
長
の
牧
尚
志
さ
ん（
大
谷
茶
屋
）な
ど
新
役
員
が
次
の
通
り
決
ま
っ
た
。
今
年
の
新
館
長
は
11
名
、

再
任
6
名
、
元
館
長
の
復
任
が
1
名
だ
っ
た
。
各
部
会
は
体
育
部
が
す
で
に
開
催
さ
れ
た
ほ
か
厚
生
部
が
２
月
４

日
（
木
）、
社
会
部
が
２
月
16
日
（
火
）、
交
通
安
全
部
が
２
月
12
日
（
金
）、
土
木
部
が
２
月
６
日
（
土
）
に
そ
れ

ぞ
れ
開
か
れ
本
年
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

こ
と
し
、
社
自
治
公
民
館
協
議

会
長
（
館
長
会
会
長
）
を
拝
命
し

ま
し
た
。
責
任
は
重
く
、
技
量
は

乏
し
く
、
前
途
に
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
が
、
館
員
の
方
、
他
の
館

長
さ
ん
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
何
と
か
一
年
間
責
任
を
果

た
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

一
昨
年
の
館
報
に
小
論
を
掲
載

平
成
28
年
社
自
治
公
民
館
協
議
会
役
員
の
紹
介

新
会
長
に
牧
　
尚
志
さ
ん（
大
谷
茶
屋
）

新
会
長
あ
い
さ
つ

牧
　
尚
志（
大
谷
茶
屋
）

【
社
会
部
】
社
会
部
長
・
田
倉
　
恭
一

　

体
育
部
の
行
事
の
目
的
は
、
第
１
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
親
睦
・
交
流
を
深

め
る
事
だ
と
思
い
ま
す
が
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
の
目
的
は
、
他
に
も
有
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
行
事
終
了
後
に
、
皆
さ
ん
が
充
実
感
を
持
て
る
様
に

し
た
い
の
で
、
沢
山
の
方
が
参
加
し
て
行
事
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
体
育
部
】
体
育
部
長
・
小
谷
　
彰
仁

　

厚
生
部
は
地
域
住
民
の
皆
様
に
、
自
然
豊
か
な
環
境
を
守
り
、
心
と
身
体

の
健
康
を
育
て
、
共
に
楽
し
く
過
ご
せ
る
日
常
生
活
が
出
来
る
よ
う
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
歴
史
的
な
自
然
景
観
を
保
全
し
、
緑
豊
か
な
「
花

づ
く
り
運
動
」
や
、
き
れ
い
な
水
を
護
り
「
史
蹟
を
保
つ
よ
う
」、
各
自
治
公

民
館
が
一
体
と
な
っ
て
、「
ご
み
ゼ
ロ
活
動
」、
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
、
地

区
の
皆
様
の
「
集
団
検
診
」
受
診
活
動
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
活
動
の
輪

を
拡
げ
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
提
案
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
厚
生
部
】
厚
生
部
長
　
由
井
洋
之
助

　

社
地
区
は
、
新
興
住
宅
地
域
と
農
業
を
主
と
し
た
農
家
の
世
帯
を
中
心
と

し
た
地
域
で
す
。
若
者
世
帯
と
高
齢
者
世
帯
と
の
融
合
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

交
通
安
全
の
分
野
か
ら
視
る
と
、
高
齢
者
や
子
供
が
対
象
の
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
社
地
区
か
ら
は
、
昨
年
よ
り
も
、
一
件
で
も
交
通
人
身
事
故
・

物
損
事
故
を
減
少
さ
せ
、
幅
広
い
交
通
安
全
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
地
区
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
交
通
安
全
部
】
交
通
安
全
部
長
　
小
原
　
正
輝

　

学
童
の
登
下
校
や
緊
急
車
両
等
が
通
行
す
る
の
に
支
障
の
な
い
よ
う
生
活

道
の
点
検
・
整
備
等
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
家
の
周
り
の
除
雪

等
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

【
土
木
部
】
土
木
部
長
　
坂
根
　
勇
治

協議会長 （大谷茶屋） 牧　　尚志
副協議会長 （横田） 早田　博之
　　〃　 （寺谷） 塚根　正幸
幹　事 （秋喜） 梶井　倫郎
社会部長 （国府） 田倉　恭一
社会副部長 （馬場町） 福田　信夫
　　〃　 （秋喜新町） 椿　洋二郎
体育部長 （国分寺） 小谷　彰仁
体育副部長 （和田東町） 向井　　正
　　〃　 （福光） 大下　哲夫
交通安全部長 （秋喜西町） 小原　正輝
交通安全副部長 （不入岡） 川﨑　　悟
　　〃　 （黒見） 山下　泰徳
厚生部長 （西福守町）    由井洋之助
厚生副部長 （上神） 伊藤　一彦
　　〃　 （大谷） 梶井　輝正
土木部長 （大沢） 坂根　勇治
土木副部長 （和田） 加藤洋之輔
監　査 （馬場町） 福田　信夫
　　〃　 （和田） 加藤洋之輔

自治公民館協議会長
（大谷茶屋）牧　尚志再

土木部長
（大沢）坂根　勇治新

自治公民館副協議会長
（横田）早田　博之 新 新

再

体育部長
（国分寺）小谷　彰仁新

体育副部長
（和田東町）向井　正

体育副部長
（福光）大下　哲夫新

土木副部長・監査
（和田）加藤洋之輔

自治公民館副協議会長
（寺谷）塚根　正幸新

再
厚生部長

（西福守町）由井洋之助

厚生副部長
（上神）伊藤　一彦 新

厚生副部長
（大谷）梶井　輝正 新

社会部長
（国府）田倉　恭一

社会副部長・監査
（馬場町）福田　信夫 再

再

再

新

社会副部長
（秋喜新町）椿　洋二郎

幹　事
（秋喜）梶井　倫郎

元

交通安全部長
（秋喜西町）小原　正輝新

交通安全副部長
（不入岡）川﨑　悟 新

交通安全副部長
（黒見）山下　泰徳

平
成
28
年
　
社
自
治
公
民
館
協
議
会
役
員
名
簿

（
平
成
28
年
・
社
地
区
18
自
治
公
民
館
館
長
）

社会部

土木部

体育部厚生部交通安全部

加入世帯自治公民館 自治公民館 加入世帯

自治公民館別加入世帯数（平成28年1月現在）

計1696



つ
け
て
い
く
の
が
大
変
で
す
。
こ

の
他
、
私
の
担
当
は
、
妻
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
答
え
て
、
色
々
な

形
の
ア
ー
チ
や
花
台
を
作
る
こ
と

で
す
。ま
ず
は
設
計
図
を
書
い
て
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
材
料
を
買
っ

て
き
ま
す
。
そ
れ
を
組
み
立
て
、

色
を
塗
り
設
置
し
ま
す
。今
で
は
、

強
風
で
ア
ー
チ
が
倒
れ
な
い
よ

う
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基
礎
を
す

る
技
も
会
得
す
る
ま
で
に
。さ
て
、

４
年
目
の
春
、
ど
ん
な
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

次
は
秋
喜
新
町　

宇
田
川
博
子

さ
ん
。

ハ
マ
っ
て
い
る
の
が
、
つ
る
薔
薇

で
す
。
薔
薇
は
春
に
沢
山
の
花
を

咲
か
せ
る
の
で
、
こ
の
時
期
に

色
々
な
準
備
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
枝
を
ア
ー

チ
や
オ
ベ
リ
ス
ク
と
言
っ
た
園
芸

用
の
支
柱
に
括
り
つ
け
る
誘
引
と

い
う
作
業
で
す
。
薔
薇
の
ト
ゲ
と

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
紐
で
括
り

　

３
年
程
前
か
ら
、
妻
が
薔
薇
を

育
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
薔

薇
は
大
別
す
る
と
、
木
立
ち
の
薔

薇
と
、
つ
る
薔
薇
と
言
っ
て
枝
が

つ
る
状
に
数
ｍ
も
伸
び
て
い
く
も

の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
妻
が

久米中女子卓球部が
7年ぶりの全国切符!!
個人も濱田さん（1年女子）石田さん（2年女子）
伊藤さん（1年男子）の3人が出場へ!

第37回鳥取県中学選抜卓球大会

　

好
天
気
に
恵
ま
れ
た
正
月
明

け
、
社
地
区
の
多
く
の
自
治
公
民

館
で
「
と
ん
ど
祭
り
」
が
行
わ
れ

た
。
各
町
内
で
は
住
民
が
持
ち

寄
っ
た
正
月
飾
り
、
書
き
初
め
な

ど
を
焼
き
、
立
ち
上
る
煙
を
か
ぶ

り
な
が
ら
、
今
年
一
年
の
無
病
息

災
を
祈
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
多
く
の
公
民

館
で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
の

事
業
や
予
算
の
承
認
、
役
員
の
改

選
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　

♢　
　
　
　

♢

　

秋
喜
新
町
自
治
公
民
館
で
は
10

日
午
前
８
時
か
ら
椿
館
長
の
火
入

れ
式
で
厳
か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
穏
や
か
な
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
大
人
に
は
お
神
酒
、
子

供
た
ち
に
は
お
菓
子
な
ど
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
多
く
の
町
民
が
年
賀
の

あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
空
に

高
く
昇
る
炎
煙
に
、
今
年
一
年
の

町
民
の
無
病
息
災
と
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

　

不
入
岡
の
「
と
ん
ど
さ
ん
」
は

以
前
、
班
別
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
公
民
館
総
会
時
に
、
季
節

の
行
事
を
大
切
に
す
る
た
め
に

も
、
一
か
所
に
集
ま
っ
て
町
内
総

出
で
実
施
し
よ
う
と
、
現
在
で
は

公
民
館
前
の
河
川
公
園
内
で
年
初

め
の
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
、

無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
当
日
は
消
防

団
の
出
初
式
も
催
さ
れ
、
に
ぎ
や

か
な
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ん
（
国
府
）▽
３
位
‖
松
井
美
由

佳
さ
ん
（
福
光
）﹇
２
年
生
﹈▽
優

勝
‖
石
田
瑳
歩
さ
ん
（
横
田
）

【
男
子
個
人
の
部
】

﹇
１
年
生
﹈
準
優
勝
‖
伊
藤　

陸

さ
ん
（
国
府
）

【
女
子
団
体
メ
ン
バ
ー
】

石
田
瑳
歩
さ
ん
（
横
田
）
濱
田
愛

理
さ
ん
（
国
府
）
松
井
美
由
佳
さ

ん（
福
光
）中
本
楓
彩
さ
ん（
国
府
）

小
谷
奈
月
さ
ん
（
国
府
）
山
本
咲

智
さ
ん
（
秋
喜
新
町
）

　

第
37
回
鳥
取
県
中
学
選
抜
卓
球

大
会
は
こ
の
ほ
ど
、
ど
ら
ド
ラ

パ
ー
ク
米
子
市
民
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
久
米
中
学
校
が
女
子
団
体

で
７
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果

た
す
な
ど
大
健
闘
し
た
。
個
人
優

勝
・
準
優
勝
者
・
女
子
団
体
メ
ン

バ
ー
は
、
３
月
26
・
27
の
両
日
北

九
州
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
選
抜

大
会
の
出
場
権
を
得
た
。

【
女
子
個
人
の
部
】

﹇
１
年
生
﹈▽
優
勝
‖
濱
田
愛
理
さ

★
不
入
岡
★

★
秋
喜
新
町
★

「
薔
薇
の
話
」

NO.297
ペンリレー

本
庄
　
直
之
（
大
谷
茶
屋
）

とんどまつり

ま
す
。

　

私
は
今
、
高
知
県
に
あ
る
大
学

で
中
学
校
の
英
語
教
員
に
な
る
た

め
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
英
語

教
員
に
な
る
と
い
う
中
学
校
１
年

生
の
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
る
こ
と

で
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

に
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
新
成

人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持

ち
、
立
派
な
大
人
に
な
れ
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ 

か
ら
も
私
ら
し
く
前
向
き
に
、
何

事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お

　

今
年
、
無
事
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
た
こ
の
20
年
間
で
、

友
達
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

の
先
生
な
ど
多
く
の
方
に
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
家
族
に

は
た
く
さ
ん
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
応
援
し
て

く
れ
て
い
て
本
当
に
感
謝
し
て
い

願
い
し
ま
す
。

　

倉
吉
市
成
人
式
は
１
月
３
日
、

倉
吉
未
来
中
心
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
成
人
は
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

に
身
を
包
む
人
が
多
く
見
ら
れ
、

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
彩
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
倉
吉
市
の
新
成
人
は
合

計
４
９
６
名（
案
内
を
出
し
た
数
）

で
そ
の
う
ち
、
社
地
区
の
新
成
人

該
当
者
は
47
名
（
男
22
名
・
女
25

名
）
で
し
た
。

新
成
人
の
抱
負

英
語
教
員
に
な
る
と
い
う
夢
を
叶
え
る
こ
と
で
恩
が
え
し
を

吉
田
真
由
美
（
福
光
出
身
高
知
市
在
住
）

社
の
新
成
人
は
47
名

福光秋喜新町

大谷

国府

不入岡
全国大会への出場を決めた久米中女子卓球部

全員やしろっ子だ
よ!

や
し
ろ
東
西
南
北



　

２
年
生
の
授
業
で
は
、「
町
の

す
て
き
を
つ
た
え
合
お
う
」
で

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
会
の
方
々
に
地
域

や
季
節
に
ち
な
ん
だ
お
話
の
読
み

聞
か
せ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ど
の
子
も
、
真
剣
に
聞
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
感
想
を
伝
え
合

い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
年
生
・
２
年
生
と
も
に
地
域

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
と
て
も
よ

い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
社
小
学
校
東
原
守
哉
教
頭
）

　

社
小
学
校
で
は
１
月
16
日
に
第

５
回
土
曜
授
業
を
行
い
、
１
年
生

と
２
年
生
の
生
活
科
の
授
業
に
地

域
の
ゲ
ス
ト
テ
ィ
チ
ャ
ー
と
し

て
、
社
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会

の
方
々
と
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
会
の
方
々
に
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
授
業
で
は
、「
た
の

し
さ
見
つ
け
た
よ　

ふ
ゆ
」
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
か
ら
昔
か
ら

伝
わ
る
遊
び
、
お
手
玉
・
メ
ン
コ
・

あ
や
と
り
・
け
ん
玉
・
コ
マ
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
遊
び
を

教
わ
る
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

【給食ボランティアの具体的な活動】
60 名が６班編成、月２回の火曜日９時に集合
し調理。３か月に１回の当番。
【配食ボランティアの具体的な活動】
15 名が３班編成、月２回の火曜日 10 時 30 分
に集合し盛り付けの手伝い 11 時 30 分に公民
館出発。約 30 名の皆さんにお届けします。
※お届けした後、食事をしながら情報交換の
場をもっています。

　

ふ
み
ち
ゃ
ん
新
聞
も
読
ん
で
る
よ

〜
と
い
う
嬉
し
い
お
言
葉
も
聞
け

て
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し

た
。
こ
の
春
か
ら
始
め
る
新
し
い
活

動
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
地
域
と
関
わ
っ
て
行
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
社
地
区
集
落
支
援
員　

安
藤
文
江
）

　

倉
吉
市
教
育
委
員
会
で
は
「
倉
吉
に
誇
り

と
愛
着
を
持
つ
子
ど
も
の
育
成
」
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
小
中
学
校
で
「
土
曜
授
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

社
小
学
校
で
も
、
地
域
の
指
導
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、地
域
の
歴
史
・
文
化（
文
化
財
）・

自
然
等
に
つ
い
て
体
験
を
と
お
し
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
地
域
の
様
々
な
人
々
と
の
地
域
交

流
・
世
代
間
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
社
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
ふ
れ
あ
い
給
食
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
独
居
の
高
齢
者
の
方
を

対
象
と
し
て
約
８
０
名
の
男
女
の

方
が
参
加
し
て
頂
き
月
２
回
、
昼

食
を
準
備
し
て
会
話
を
行
う
等
の

絆
の
構
築
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
給
食
サ
ー
ビ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
理
・
配
食
の
お

手
伝
い
を
し
て
頂
け
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
女
は
問
い
ま
せ

ん
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
社
公
民

館
に
ご
連
絡
下
さ
い
。（
☎
２
８

―
２
１
５
５
）

社
地
区
社
会
福
祉
協
議
会　

班
長

会
代
表　

野
嶋
昭
子

　

社
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
、
こ
の
ほ

ど
卓
球
台
を
常
設
し
ま
し
た
。
地

区
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
御
利

用
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
に

お
申
し
付
け
下
さ
い
。

足
の
爪
腹
が
邪
魔
し
て
皮
を
切
る

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
箒
片
手
に
掃
除
の
子

メ
ー
タ
ー
も
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
水
が
押
し
上
げ
る

目
の
前
を
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
な
い
大
物
は

年
金
も
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
出
入
り
す
る

ネ
イ
ル
し
て
心
に
パ
ッ
と
花
が
咲
く

楽
爪
と
は
よ
く
言
っ
た
話
で
す

爪
を
か
み
昔
の
唄
を
思
い
出
す

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
孫
三
人
が
悪
さ
す
る

爪
の
絵
も
遊
び
心
で
楽
し
げ
に

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
湧
き
出
る
智
恵
を
掬
い
上
げ

議
員
数
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
減
で
大
論
争

災
害
は
爪
痕
多
く
残
し
去
る

ラ
イ
バ
ル
が
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
し
て
気
を
散
ら
す

ソ
ッ
ク
ス
が
薄
く
て
気
付
く
爪
の
伸
び

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
雪
解
け
の
春
が
来
た

元
気
だ
ネ
爪
の
三
日
月
光
っ
て
る

爪
先
立
ち
し
て
も
届
か
ぬ
棚
の
餅

小
腹
減
り
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
漁
る
冷
蔵
庫

次
の
課
題
は
「
適
当
」
で
す
。

２
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
公
民
館
へ
お
届
け
下
さ
い
。

☆
２
月
の
社
句
会
は
、
２
月
１
日
（
月
）
午
後
２
時
よ

り
社
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
倉
吉
文
芸
俳
句

部
門
の
選
者　

吉
田
や
す
子
先
生
で
す
。
春
の
先
駆
け

観
梅
の
頃
と
な
り
ま
す
。
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

の
ご
参
加
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

賀
寿
恵

た
か
子

　

緑
け
い
こ

春　

優

す
み
こ

和　

子

瑛　

子

智　

子

み
え
こ

理　

子

哲　

夫

登
美
子

雄　

大

シ
ゲ
ヨ

太　

介

き
み
子

　

正
す
み
れ

　
　

寒
林
の
高
き
史
跡
に
な
ほ
も
謎

初
鏡
卒
寿
な
る
身
に
紅
を
引
き

ち
ら
ほ
ら
と
畑
に
人
影
小
正
月

見
上
げ
や
る
成
人
式
の
孫
来
た
る

寄
せ
鍋
に
小
さ
な
箸
が
加
わ
り
ぬ

初
詣
米
寿
迎
え
る
夫
と
行
く

と
ん
ど
衆
火
ぼ
こ
り
浴
び
て
お
神
酒
酌
む

余
生
と
て
ゆ
る
び
無
く
あ
れ
去
年
今
年

添
書
き
に
顔
を
重
ね
て
賀
状
見
る

初
明
り
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
き
庭
に

（
今
月
の
二
句
）

立
春
の
か
が
や
き
丘
に
あ
ま
ね
か
り

門
の
雪
切
り
ひ
ら
き
た
る
紀
元
節

吉
田
や
す
子

村
本
普
喜
子

秋
藤　

洋
子

伊
藤
一
七
子

大
下　

智
子

小
椋　

恭
子

永
見　

松
明

西
尾　

良
子

早
田　

圭
吾

牧
田
賀
寿
恵

高
浜　

年
尾

遠
藤　

梧
逸

「
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
・
爪
」

社
句
会

社
川
柳
会
355

215

給
食
・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

地
区
の
お
年
寄
り
を
先
生
に

昔
の
遊
び
を
楽
し
む
（
１
年
）

し
ゃ
ぼ
ん
玉
の
会
か
ら
は

読
み
聞
か
せ
を
（
２
年
）

あ
り
が
と
う

地
域
の
皆
様
社小学校
土曜授業

卓
球
台
を

常
設
し
ま
し
た

土
曜
授
業
に
つ
い
て

わ
た
し
た
ち
は
社
地
区
約
30
名
の
独
居
の
高
齢
者
に
食
事
を
お
届
け
し
て
い
ま
す

みんなの広場

か
ん
り
ん

み
き　

く

そ
つ
じ
ゅ

こ
ぞ

こ
と
し

べ
に

　

１
月
21
日
、
社
公
民
館
調
理
室
で

「
ふ
み
ち
ゃ
ん
の
お
菓
子
教
室
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
初
め
て
の
今
回
は
、
本
格
ス

イ
ー
ツ
「
ア
ー
モ
ン
ド
フ
ロ
ラ
ン
タ

ン
」。
ク
ッ
キ
ー
生
地
の
上
に
キ
ャ

ラ
メ
ル
を
絡
め
た
ア
ー
モ
ン
ド
ス
ラ

イ
ス
を
乗
せ
て
、
香
ば
し
く
焼
き
上

げ
る
お
菓
子
で
す
。

　

10
名
で
楽
し
く
取
組
み
、
工
程
が

進
む
に
つ
れ
、
美
味
し
そ
う
な
焼
色

と
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
焦
げ
る
香
り
に
歓

声
が
上
が
り
、
持
ち
帰
り
用
を
作
っ

た
後
の
切
れ
端
で
大
試
食
会
！
家
で

も
作
る
！
と
大
好
評
で
し
た
。

「日上月下」
書－塚根　東翠さん（寺谷・故人）　
平成25年3月まで、社公民館で
書道を指導。現在、ロビーに
作品３点が展示されています。

ふみちゃん
が行く!

?

.......................................................................................................................................

.......................................................................................................................................

私の作品

（
建
国
記
念
日
）


